
＊
北
条
政
村
の
娘

＊
北
条
政
村
の
娘

　

７
５
０
年
も
前
の
話
で

　

７
５
０
年
も
前
の
話
で

す
。
１
２
６
０
年
（
応
永
元

す
。
１
２
６
０
年
（
応
永
元

年
）
冬
、
執
権
北
条
政
村
の

年
）
冬
、
執
権
北
条
政
村
の

家
で
事
件
が
起
こ
り
ま
し

家
で
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
政
村
の
娘
が
、
物
の
怪

た
。
政
村
の
娘
が
、
物
の
怪

に
取
り
つ
か
れ
た
の
で
す
。

に
取
り
つ
か
れ
た
の
で
す
。

目
を
む
き
出
し
、
舌
を
出

目
を
む
き
出
し
、
舌
を
出

し
、
体
を
震
わ
せ
、
あ
ら
ぬ

し
、
体
を
震
わ
せ
、
あ
ら
ぬ

こ
と
を
口
走
る
の
で
す
。
政

こ
と
を
口
走
る
の
で
す
。
政

村
は
、
慌
て
て
写
経
に
取
り

村
は
、
慌
て
て
写
経
に
取
り

組
み
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
僧
侶

組
み
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
僧
侶

に
祈
祷
を
頼
み
ま
し
た
。
お

に
祈
祷
を
頼
み
ま
し
た
。
お

陰
で
正
気
に
戻
る
こ
と
が
で

陰
で
正
気
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
政
村
の
娘
を
苦

き
ま
し
た
。
政
村
の
娘
を
苦

し
め
た
の
は
、

し
め
た
の
は
、
5050
年
前
に
無

年
前
に
無

念
の
死
を
遂
げ
た
讃
岐
局
の

念
の
死
を
遂
げ
た
讃
岐
局
の

怨
霊
で
し
た
。
怨
霊
は
大
き

怨
霊
で
し
た
。
怨
霊
は
大
き

な
角
を
つ
け
、
大
蛇
と
な
っ

な
角
を
つ
け
、
大
蛇
と
な
っ

て
現
れ
、
「
わ
れ
は
比
企
ヶ

て
現
れ
、
「
わ
れ
は
比
企
ヶ

谷
の
土
中
に
あ
り
」
と
告
げ

谷
の
土
中
に
あ
り
」
と
告
げ

て
立
ち
去
り
ま
し
た
。

て
立
ち
去
り
ま
し
た
。

＊
比
企
氏
の
悲
劇

＊
比
企
氏
の
悲
劇　

　

讃
岐
局
は
、
北
条
氏
と
覇

　

讃
岐
局
は
、
北
条
氏
と
覇

を
争
っ
た
比
企
氏
の
娘
で
、

を
争
っ
た
比
企
氏
の
娘
で
、

源
頼
家
に
嫁
い
だ
人
で
す
。

源
頼
家
に
嫁
い
だ
人
で
す
。

子
供
に
も
恵
ま
れ
、
三
代
目

子
供
に
も
恵
ま
れ
、
三
代
目

の
将
軍
を
約
束
さ
れ
た
一
幡

の
将
軍
を
約
束
さ
れ
た
一
幡

君
の
母
に
な

君
の
母
に
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ

し
か
し
、
こ

の
ま
ま
事
が

の
ま
ま
事
が

進
め
ば
、
北

進
め
ば
、
北

条
氏
は
将
軍

条
氏
は
将
軍

家
と
縁
遠
く

家
と
縁
遠
く

な
り
、
権
力
の
座
も
手
放
す

な
り
、
権
力
の
座
も
手
放
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

北
条
時
政
は
、
比
企
氏
を
襲

北
条
時
政
は
、
比
企
氏
を
襲

っ
た
の
で
す
。
当
主
の
比
企

っ
た
の
で
す
。
当
主
の
比
企

能
員
は
時
政
邸
で
誘
殺
さ

能
員
は
時
政
邸
で
誘
殺
さ

れ
、
比
企
ヶ
谷
の
屋
敷
は
火

れ
、
比
企
ヶ
谷
の
屋
敷
は
火

を
掛
け
ら
れ
、
讃
岐
局
と
一

を
掛
け
ら
れ
、
讃
岐
局
と
一

幡
君
は
、
炎
の
中
で
亡
く
な

幡
君
は
、
炎
の
中
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

恨
み
を
込
め
た
比
企
ヶ
谷

　

恨
み
を
込
め
た
比
企
ヶ
谷

は
、
永
く
人
も
近
寄
ら
ぬ
廃

は
、
永
く
人
も
近
寄
ら
ぬ
廃

墟
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

墟
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

讃
岐
局
の
騒
ぎ
を
き
っ
か
け

讃
岐
局
の
騒
ぎ
を
き
っ
か
け

に
比
企
氏
を
供
養
す
る
法
華

に
比
企
氏
を
供
養
す
る
法
華

堂
の
地
に
な
り
ま
し
た
。
日

堂
の
地
に
な
り
ま
し
た
。
日

蓮
宗
の
大
本
山
妙
本
寺
は
、

蓮
宗
の
大
本
山
妙
本
寺
は
、

こ
の
法
華
堂
を
前
身
と
し
て

こ
の
法
華
堂
を
前
身
と
し
て

開
か
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

開
か
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

＊
袖
塚
の
い
ぶ
か
し
さ

＊
袖
塚
の
い
ぶ
か
し
さ　

　

妙
本
寺
の
伝
え
に
よ
れ

　

妙
本
寺
の
伝
え
に
よ
れ

ば
、
寺
が
開
か
れ
た
時
、
讃

ば
、
寺
が
開
か
れ
た
時
、
讃

岐
局
の
怨
霊
は
日
蓮
上
人
に

岐
局
の
怨
霊
は
日
蓮
上
人
に

よ
り
浄
化
さ
れ
た
と
言
わ
れ

よ
り
浄
化
さ
れ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
「
比
企
氏

ま
す
。
し
か
し
、
「
比
企
氏

滅
亡
の
地
」
と
い
う
偏
見
が

滅
亡
の
地
」
と
い
う
偏
見
が

邪
魔
す
る
の
で
し
ょ
う
。

邪
魔
す
る
の
で
し
ょ
う
。

　

祖
師
堂
の
前
に
あ
る
一
幡

　

祖
師
堂
の
前
に
あ
る
一
幡

君
や
讃
岐
局
の
墓
に
立
つ

君
や
讃
岐
局
の
墓
に
立
つ

と
、
い
つ
も
ひ
ん
や
り
し
た

と
、
い
つ
も
ひ
ん
や
り
し
た

も
の
を
感
じ
ま
す
。

も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

一
幡
君
の
墓
は
、
カ
エ
デ

　

一
幡
君
の
墓
は
、
カ
エ
デ

の
巨
木
の
陰
に
寂
し
げ
で

の
巨
木
の
陰
に
寂
し
げ
で

す
。
袖
塚
と
呼
ば
れ
る
の

す
。
袖
塚
と
呼
ば
れ
る
の

は
、
亡
骸
が
見
つ
か
ら
な
か

は
、
亡
骸
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
燃
え
残
り
の
小

っ
た
の
で
、
燃
え
残
り
の
小

袖
を
納
め
た
か
ら
で
す
。

袖
を
納
め
た
か
ら
で
す
。

　

讃
岐
局
の
墓
は
、
大
き
な

　

讃
岐
局
の
墓
は
、
大
き
な

銀
杏
の
根
方
の
薄
暗
い
、
じ

銀
杏
の
根
方
の
薄
暗
い
、
じ

め
じ
め
し
た
場
所
に
立
っ
て

め
じ
め
し
た
場
所
に
立
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
い
つ
も
た
く
さ
ん

の
塔
婆
が
並
ん
で
い
ま
す
。

の
塔
婆
が
並
ん
で
い
ま
す
。

８
百
年
の
怨
み
は
、
ま
だ
消

８
百
年
の
怨
み
は
、
ま
だ
消

え
て
い
な
い
の
で
は
な
い

え
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
、
い
ぶ
か
し
さ
を
覚
え
ま

か
、
い
ぶ
か
し
さ
を
覚
え
ま

す
。
す
。

＊
妙
本
寺
の
明
る
さ

＊
妙
本
寺
の
明
る
さ　

　

と
こ
ろ
が
ア
ー
ス
パ
ワ
ー

　

と
こ
ろ
が
ア
ー
ス
パ
ワ
ー

・
フ
ィ
ー
ラ
大
根
弘
行
師
に

・
フ
ィ
ー
ラ
大
根
弘
行
師
に

は
、
先
入
観
は
あ
り
ま
せ

は
、
先
入
観
は
あ
り
ま
せ

ん
。
杉
や
ケ
ヤ
キ
に
覆
わ
れ

ん
。
杉
や
ケ
ヤ
キ
に
覆
わ
れ

た
参
道
は
す
が
す
が
し
い
の

た
参
道
は
す
が
す
が
し
い
の

で
す
が
、
祖
師
堂
の
前
庭
に

で
す
が
、
祖
師
堂
の
前
庭
に

点
在
す
る
お
墓
は
、
暗
さ
や

点
在
す
る
お
墓
は
、
暗
さ
や

悲
劇
に
包
ま
れ
て
い
る
の

悲
劇
に
包
ま
れ
て
い
る
の

に
、
大
根
師
の
感
想
に
そ
れ

に
、
大
根
師
の
感
想
に
そ
れ

を
指
摘
す
る
言
葉
は
あ
り
ま

を
指
摘
す
る
言
葉
は
あ
り
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

　

こ
こ
は
比
企
氏
滅
亡
と
い

　

こ
こ
は
比
企
氏
滅
亡
と
い

う
悲
劇
の
現
場
だ
と
説
明
し

う
悲
劇
の
現
場
だ
と
説
明
し

て
も
、
あ
ま
り
反
応
を
示
し

て
も
、
あ
ま
り
反
応
を
示
し

ま
せ
ん
。
き
っ
と
悲
し
い
歴

ま
せ
ん
。
き
っ
と
悲
し
い
歴

史
に
関
わ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

史
に
関
わ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
る
は
ず
だ
と
、
半
ば

ト
が
あ
る
は
ず
だ
と
、
半
ば

期
待
し
て
い
た
の
に
拍
子
抜

期
待
し
て
い
た
の
に
拍
子
抜

け
で
す
。

け
で
す
。

＊
蛇
苦
止
明
神
社
の
プ
ラ
ス

＊
蛇
苦
止
明
神
社
の
プ
ラ
ス

パ
ワ
ー

パ
ワ
ー

　

そ
の
わ
け
は
、
蛇
苦
止
明

　

そ
の
わ
け
は
、
蛇
苦
止
明

神
社
で
分
か
り
ま
し
た
。
明

神
社
で
分
か
り
ま
し
た
。
明

神
社
は
、
参
道
の
中
ほ
ど
の

神
社
は
、
参
道
の
中
ほ
ど
の

道
を
右
に
入
っ
た
奥
に
あ
り

道
を
右
に
入
っ
た
奥
に
あ
り

ま
す
。
讃
岐
局
と
一
幡
君
が

ま
す
。
讃
岐
局
と
一
幡
君
が

住
ん
だ
小
御
所
も
、
こ
こ
に

住
ん
だ
小
御
所
も
、
こ
こ
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
、
二

あ
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
、
二

人
が
最
期
を
遂
げ
た
場
所
で

人
が
最
期
を
遂
げ
た
場
所
で

も
あ
る
は
ず
で
す
。

も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
大
根
師
は
、
明

　

と
こ
ろ
が
大
根
師
は
、
明

神
社
の
す
ぐ
下
の
石
段
で
こ

神
社
の
す
ぐ
下
の
石
段
で
こ

こ
か
ら
空
気
が
変
わ
る
と
い

こ
か
ら
空
気
が
変
わ
る
と
い

っ
て
、
下
か
ら
三
段
目
を
指

っ
て
、
下
か
ら
三
段
目
を
指

し
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
ま
ま

し
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
ま
ま

に
確
か
め
る
と
、
山
の
冷
気

に
確
か
め
る
と
、
山
の
冷
気

か
、
真
の
霊
気
か
か
す
か
な

か
、
真
の
霊
気
か
か
す
か
な

風
を
感
じ
え
ま
し
た
。
何
と

風
を
感
じ
え
ま
し
た
。
何
と

な
く
爽
や
か
で
す
。

な
く
爽
や
か
で
す
。

　

境
内
に
は
大
蛇
が
潜
ん
だ

　

境
内
に
は
大
蛇
が
潜
ん
だ

蛇
形
の
井
戸
や
讃
岐
局
が
入

蛇
形
の
井
戸
や
讃
岐
局
が
入

水
し
た
池
が
あ
り
、
爽
や
か

水
し
た
池
が
あ
り
、
爽
や
か

な
雰
囲
気
と
は
異
な
り
ま

な
雰
囲
気
と
は
異
な
り
ま

す
。
大
根
師
は
赤
龍
と
白
龍

す
。
大
根
師
は
赤
龍
と
白
龍

が
激
し
く
争
っ
た
跡
ら
し
い

が
激
し
く
争
っ
た
跡
ら
し
い

が
、
今
は
社
も
信
仰
に
支
え

が
、
今
は
社
も
信
仰
に
支
え

ら
れ
て
、
い
い
空
気
に
包
ま

ら
れ
て
、
い
い
空
気
に
包
ま

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
よ
き
場
所
に
は

れ
ま
し
た
。
よ
き
場
所
に
は

プ
ラ
ス
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

プ
ラ
ス
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
し

ト
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

社
殿
の
左
前
と
裏
の
対
角

　

社
殿
の
左
前
と
裏
の
対
角

　

鎌
倉
市
台
の
台
在
宅
福
祉

　

鎌
倉
市
台
の
台
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
１
階
に

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
１
階
に

鎌
倉
市
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

鎌
倉
市
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
、

が
開
設
さ
れ
、
1111
月
２
日
開

月
２
日
開

所
式
が
行
わ
れ
た

所
式
が
行
わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

鎌
倉
市
の
休
日
急
患
歯
科

　

鎌
倉
市
の
休
日
急
患
歯
科

診
療
所
は
、
鎌
倉
市
歯
科
医

診
療
所
は
、
鎌
倉
市
歯
科
医

師
会
の
運
営
で
２
０
１
３
年

師
会
の
運
営
で
２
０
１
３
年

ま
で
レ
イ
・
ウ
ェ
ル
鎌
倉
に

ま
で
レ
イ
・
ウ
ェ
ル
鎌
倉
に

置
か
れ
て
い
た
が
、
施
設
の

置
か
れ
て
い
た
が
、
施
設
の

閉
館
に
伴
い
、
一
時
的
に
大

閉
館
に
伴
い
、
一
時
的
に
大

船
の
同
会
事
務
局
内
に
移
転

船
の
同
会
事
務
局
内
に
移
転

し
た
。
今
回
正
式
に
こ
の
場

し
た
。
今
回
正
式
に
こ
の
場

所
に
決
ま
り
、

所
に
決
ま
り
、
1111
月
３
日
か

月
３
日
か

ら
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
来

ら
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
来

年
２
月
１
日
か
ら
は
鎌
倉
市

年
２
月
１
日
か
ら
は
鎌
倉
市

で
初
め
て
の
試
み
と
な
る
障

で
初
め
て
の
試
み
と
な
る
障

害
者
歯
科
診
療
も
始
ま
る
。

害
者
歯
科
診
療
も
始
ま
る
。

　

開
所
式
で
は
、
鎌
倉
市
歯

　

開
所
式
で
は
、
鎌
倉
市
歯

科
医
師
会
（
会
員
１
２
５

科
医
師
会
（
会
員
１
２
５

人
）
の
田
中
直
人
会
長
が

人
）
の
田
中
直
人
会
長
が

「
こ
こ
を
拠
点
に
口
腔
医
療

「
こ
こ
を
拠
点
に
口
腔
医
療

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

約
１
３
５
㎡
の
室
内
に
、

　

約
１
３
５
㎡
の
室
内
に
、

一
般
用
と
障
害
者
用
の
診
察

一
般
用
と
障
害
者
用
の
診
察

台
と
器
械
が
設
置
さ
れ
て
い

台
と
器
械
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
障
害
者
の
治
療
は
障
害

て
、
障
害
者
の
治
療
は
障
害

者
歯
科
学
の
専
門
で
あ
る
神

者
歯
科
学
の
専
門
で
あ
る
神

奈
川
歯
科
大
学
特
任
教
授
・

奈
川
歯
科
大
学
特
任
教
授
・

宮
城
敦
さ

宮
城
敦
さ

ん
の
指
導

ん
の
指
導

で
同
医
師

で
同
医
師

会
会
員

会
会
員
2020

人
が
輪
番

人
が
輪
番

で
当
た
る

で
当
た
る

こ
と
に
な

こ
と
に
な

っ
て
い

っ
て
い

る
。
宮
城
教
授
は
「
定
期
的

る
。
宮
城
教
授
は
「
定
期
的

に
検
診
を
す
る
よ
う
に
な
る

に
検
診
を
す
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　

休
日
診
療
は
日
曜
、
祝

　

休
日
診
療
は
日
曜
、
祝

日
、
年
末
年
始
の
午
前

日
、
年
末
年
始
の
午
前
1010
時

〜
午
後

〜
午
後
1212
時
半
、
午
後
２
時

時
半
、
午
後
２
時

〜
４
時
半
。

〜
４
時
半
。

　

障
害
者
診
療
は
隔
週
の
木

　

障
害
者
診
療
は
隔
週
の
木

曜
午
後
１
時
〜
４
時
半
。
予

曜
午
後
１
時
〜
４
時
半
。
予

約
制
。
鎌
倉
市
口
腔
保
健
セ

約
制
。
鎌
倉
市
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
６
７
・

ン
タ
ー
☎
０
４
６
７
・
4747
・

８
１
１
９

８
１
１
９

　

鎌
倉
商
工
会
議
所
は
、
商

　

鎌
倉
商
工
会
議
所
は
、
商

工
業
の
功
労
者
ら
の
表
彰
を

工
業
の
功
労
者
ら
の
表
彰
を

1111
月
1616
日
の
会
員
大
会
で
行

日
の
会
員
大
会
で
行

っ
た
っ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
（
敬
称
略
）

。
（
敬
称
略
）

　

▼
産
業
功
労
＝
田
中
文
子

　

▼
産
業
功
労
＝
田
中
文
子

（
植
木
珠
算
塾
）
中
島
照
美

（
植
木
珠
算
塾
）
中
島
照
美

（
中
島
装
錦
堂
）
渋
谷
俊
明

（
中
島
装
錦
堂
）
渋
谷
俊
明

（
澁
谷
商
店
）
大
島
智
（
御

（
澁
谷
商
店
）
大
島
智
（
御

成
不
動
産
）
石
井
浩
彦
（
鎌

成
不
動
産
）
石
井
浩
彦
（
鎌

倉
ト
ゥ
デ
イ
）
林
雅
巳
（
リ

倉
ト
ゥ
デ
イ
）
林
雅
巳
（
リ

ン
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

ン
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

　

▼
商
工
業
婦
人
貢
献
＝
土

　

▼
商
工
業
婦
人
貢
献
＝
土

井
順
子
（
若
草
珠
算
勉
強

井
順
子
（
若
草
珠
算
勉
強

会
）
中
杉
玲
子
（
エ
ヌ
シ
ー

会
）
中
杉
玲
子
（
エ
ヌ
シ
ー

エ
ス　

中
杉
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

エ
ス　

中
杉
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
）
横
山
ひ
ろ
み

サ
ー
ビ
ス
）
横
山
ひ
ろ
み

（
大
船
自
動
車
）
德
増
明
子

（
大
船
自
動
車
）
德
増
明
子

（
德
増
不
動
産
）

（
德
増
不
動
産
）

　

▼
商
工
業
優
良
従
業
員
＝

　

▼
商
工
業
優
良
従
業
員
＝

4242
事
業
所

事
業
所
9393
人

　

▼
優
良
小
売
店
舗
・
会
頭

　

▼
優
良
小
売
店
舗
・
会
頭

賞
＝
北
鎌
倉
茶
寮

賞
＝
北
鎌
倉
茶
寮 

幻
董
庵

幻
董
庵

（
長
谷
川
貴
哉
）
、
フ
ラ
ン

（
長
谷
川
貴
哉
）
、
フ
ラ
ン

ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン 

コ
ア
コ
ア

ン
ド
ル
（
新
井
田
稔
）
、
Ｄ

ン
ド
ル
（
新
井
田
稔
）
、
Ｄ

　

鎌
倉
市
山
ノ
内
の
円
覚
寺

　

鎌
倉
市
山
ノ
内
の
円
覚
寺

で
1111
月
３
日
か
ら
３
日
間

月
３
日
か
ら
３
日
間

「
鎌
倉
彫

「
鎌
倉
彫
2020
人
展
」
が
開
か

人
展
」
が
開
か

れ
、
約
６
千
人
が
訪
れ
た

れ
、
約
６
千
人
が
訪
れ
た
＝

写
真
写
真
。
今
年
９
回
目
で
第

。
今
年
９
回
目
で
第
1212

回
鎌
倉
芸
術
祭
の
一
環
。

回
鎌
倉
芸
術
祭
の
一
環
。

　

鎌
倉
を
拠
点
に
制
作
活
動

　

鎌
倉
を
拠
点
に
制
作
活
動

を
し
て
い
る
現
代
作
家

を
し
て
い
る
現
代
作
家
2020
人

の
大
皿
や
箱
物
、
花
び
ん
、

の
大
皿
や
箱
物
、
花
び
ん
、

額
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

額
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
3838
点
が
点
が

展
示
さ
れ
た
。

展
示
さ
れ
た
。

　

三
浦
市
の
出
版
社
「
ア
タ

　

三
浦
市
の
出
版
社
「
ア
タ

シ
社
」
主
催
の
「
逗
子
ブ
ッ

シ
社
」
主
催
の
「
逗
子
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
」
が

ク
フ
ェ
ア
」
が
1111
月
1111
日
逗
日
逗

子
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
フ

子
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ク
で
初

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ク
で
初

開
催
さ
れ
た

開
催
さ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
社
の
呼
び
か
け
に
応
え

　

同
社
の
呼
び
か
け
に
応
え

た
編
集
者
や
放
送
作
家
ら

た
編
集
者
や
放
送
作
家
ら
1515

人
が
各
々
ブ
ー
ス
を
設
け
、

人
が
各
々
ブ
ー
ス
を
設
け
、

「
1010
代
の
自
分
へ
」
を
テ
ー

代
の
自
分
へ
」
を
テ
ー

マ
に
感
性
豊
か
な
若
者
へ
届

マ
に
感
性
豊
か
な
若
者
へ
届

け
た
い
本
を
一
人

け
た
い
本
を
一
人
1010
タ
イ
ト

タ
イ
ト

ル
選
び
、
思
い
入
れ
や
エ
ピ

ル
選
び
、
思
い
入
れ
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
販

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
販

売
し
た
。
一
押
し
の
一
冊
を

売
し
た
。
一
押
し
の
一
冊
を

各
選
者
が
語
る
ト
ー
ク
シ
ョ

各
選
者
が
語
る
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
が
あ
り
、
２
百
人
以
上
の

ー
が
あ
り
、
２
百
人
以
上
の

来
場
者
が
本
を
囲
む
人
と
の

来
場
者
が
本
を
囲
む
人
と
の

出
会
い
を
楽
し
ん
だ
。

出
会
い
を
楽
し
ん
だ
。

　

選
者
の
放
送
作
家
の
小
原

　

選
者
の
放
送
作
家
の
小
原

信
治
さ
ん
は
ド
ラ
え
も
ん
の

信
治
さ
ん
は
ド
ラ
え
も
ん
の

ど
こ
で
も
ド
ア
の
原
型
と
も

ど
こ
で
も
ド
ア
の
原
型
と
も

ａ
ｈ
ｌ
ｉ
ａ
ｃ
ｙ
ａ
ｎ
（
浅

ａ
ｈ
ｌ
ｉ
ａ
ｃ
ｙ
ａ
ｎ
（
浅

井
幸
代
）
、
さ
く
ら
や
（
齋

井
幸
代
）
、
さ
く
ら
や
（
齋

藤
公
一
）
、
な
か
む
ら
庵

藤
公
一
）
、
な
か
む
ら
庵

（
中
村
発
雄
）

（
中
村
発
雄
）

言
わ
れ
て
い
る
『
魔
法
の
つ

言
わ
れ
て
い
る
『
魔
法
の
つ

え
』
（
ジ
ョ
ン
・
バ
ッ
カ

え
』
（
ジ
ョ
ン
・
バ
ッ
カ

ン
著
）
を
紹
介
し
完
売
。

ン
著
）
を
紹
介
し
完
売
。

O
Zm
agazine

O
Zm
agazine

編
集
長
の

編
集
長
の

古
川
誠
さ
ん
は
『
デ
ッ
ド
エ

古
川
誠
さ
ん
は
『
デ
ッ
ド
エ

ン
ド
の
思
い
出
』（
よ
し
も
と

ン
ド
の
思
い
出
』（
よ
し
も
と

ば
な
な
著
）
を
「
読
み
や
す

ば
な
な
著
）
を
「
読
み
や
す

く
1010
代
の
心
に
残
る
本
」
と

代
の
心
に
残
る
本
」
と

紹
介
し
た
。
主
催
者
の
ア
タ

紹
介
し
た
。
主
催
者
の
ア
タ

シ
社
ミ
ネ
シ
ン
ゴ
代
表（

シ
社
ミ
ネ
シ
ン
ゴ
代
表（
3333
）

は
「
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
逗
子

は
「
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
逗
子

に
は
な
く
、
駅
前
の
書
店
が

に
は
な
く
、
駅
前
の
書
店
が

閉
店
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

閉
店
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
企
画
を
思
い
つ
い
た
。
選

の
企
画
を
思
い
つ
い
た
。
選

者
の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら

者
の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら

選
ん
だ
本
を
読
ん
で
も
ら
え

選
ん
だ
本
を
読
ん
で
も
ら
え

れ
ば
」
と
催
し
の
継
続
に
意

れ
ば
」
と
催
し
の
継
続
に
意

欲
を
見
せ
た
。

欲
を
見
せ
た
。 

（
Ｋ
）
（
Ｋ
）

　

平
和
人
権
講
座
が

　

平
和
人
権
講
座
が
1111
月
1414

日
鎌
倉
市
立
第
一
小
学
校

日
鎌
倉
市
立
第
一
小
学
校

（
空
元
邦
満
校
長
）で
開
か

（
空
元
邦
満
校
長
）で
開
か

れ
、４
〜
６
年
の
児
童
約
３

れ
、４
〜
６
年
の
児
童
約
３

５
０
人
が
参
加
し
た

５
０
人
が
参
加
し
た
＝
写
＝
写

真
。
講
師
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

。
講
師
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
菜
園
の
会
」

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
菜
園
の
会
」

代
表
・
名
知

代
表
・
名
知
仁さ

と
さ
と

子こ

さ
ん（
さ
ん（
5454
）。）。

　

日
本
の
平
均
寿
命

　

日
本
の
平
均
寿
命
8383
歳
、
歳
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
6565
歳
で
日
本

歳
で
日
本

よ
り
よ
り
2020
年
近
く
短
い
の
は
、

年
近
く
短
い
の
は
、

衛
生
環
境
と
食
料
不
足
に
原

衛
生
環
境
と
食
料
不
足
に
原

因
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
現

因
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
現

地
の
ト
イ
レ
や
飲
料
水
と
し

地
の
ト
イ
レ
や
飲
料
水
と
し

て
い
る
濁
っ
た
池
の
風
景
の

て
い
る
濁
っ
た
池
の
風
景
の

映
像
も
見
せ
た
。
竹
竿
の
両

映
像
も
見
せ
た
。
竹
竿
の
両

側
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

側
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

か
け
て
担
ぐ
体
験
に
「
重
か

か
け
て
担
ぐ
体
験
に
「
重
か

っ
た
」と
子
ど
も
た
ち
。現
地

っ
た
」と
子
ど
も
た
ち
。現
地

の
子
ど
も
は

の
子
ど
も
は
3030
分
以
上
歩
い

分
以
上
歩
い

て
池
ま
で
飲
み
水
を
汲
み
に

て
池
ま
で
飲
み
水
を
汲
み
に

行
き
、
家
ま
で
持
ち
帰
る
。

行
き
、
家
ま
で
持
ち
帰
る
。

　

名
知
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は

　

名
知
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は

現
地
で

現
地
で
1515
の
村
を
巡
回
し
て

の
村
を
巡
回
し
て

診
療
し
て
い
る
こ
と
、
み
ん

診
療
し
て
い
る
こ
と
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
家
庭
菜

な
で
力
を
合
わ
せ
て
家
庭
菜

園
づ
く
り
を
す
る
指
導
を
し

園
づ
く
り
を
す
る
指
導
を
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
「
み

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
「
み

ん
な
仲
間
、
友
だ
ち
な
ん
だ

ん
な
仲
間
、
友
だ
ち
な
ん
だ

よ
」
と
語
っ
た
。

よ
」
と
語
っ
た
。

　

講
演
後
、
６
年
生
女
子
が

　

講
演
後
、
６
年
生
女
子
が

「
友
だ
ち
に
つ
い
て
考
え
る

「
友
だ
ち
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
ミ
ャ
ン
マ

こ
と
が
で
き
た
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
の
生
活
の
大
変
さ
が
わ

ー
で
の
生
活
の
大
変
さ
が
わ

か
っ
た
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

か
っ
た
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

　

鎌
倉
市
山
ノ
内
の
浄
智
寺

　

鎌
倉
市
山
ノ
内
の
浄
智
寺

で
1111
月
1111
日
、
第

日
、
第
2121
回
写
真

回
写
真

供
養
感
謝
祭
が
行
わ
れ
約
３

供
養
感
謝
祭
が
行
わ
れ
約
３

百
人
が
訪
れ
た

百
人
が
訪
れ
た
＝
写
真
は
松

＝
写
真
は
松

原
省
吾
さ
ん
撮
影

原
省
吾
さ
ん
撮
影
。

　

本
尊
が
安
置
さ
れ
る

　

本
尊
が
安
置
さ
れ
る
曇ど

ん
ど
ん

華げ

殿で
ん
で
ん

の
前
で
朝
比
奈
惠
温
住
職

の
前
で
朝
比
奈
惠
温
住
職

の
読
経
の
中
、
訪
れ
た
人
た

の
読
経
の
中
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
御
焚
き
上
げ
の
炉
に
思

ち
は
御
焚
き
上
げ
の
炉
に
思

い
出
の
写
真
を
次
々
に
投
げ

い
出
の
写
真
を
次
々
に
投
げ

入
れ
手
を
合
わ
せ
た
。

入
れ
手
を
合
わ
せ
た
。

　

写
真
供
養
は
同
寺
で
４
回

　

写
真
供
養
は
同
寺
で
４
回

目
の
開
催
。
瑞
泉
寺
で

目
の
開
催
。
瑞
泉
寺
で
1717
年

間
継
続
さ
れ
て
い
た
祭
事
を

間
継
続
さ
れ
て
い
た
祭
事
を

引
き
継
ぎ
、
毎
年

引
き
継
ぎ
、
毎
年
1111
月
の
第

月
の
第

２
土
曜
に
行
わ
れ
る
。

２
土
曜
に
行
わ
れ
る
。

線
上
の
位
置
、
大
根
会
の
メ

線
上
の
位
置
、
大
根
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
そ
こ
に
立
っ

ン
バ
ー
は
、
そ
こ
に
立
っ

て
、
入
れ
替
わ
り
、
蛇
苦
止

て
、
入
れ
替
わ
り
、
蛇
苦
止

明
神
を
祈
り
ま
し
た
。

明
神
を
祈
り
ま
し
た
。

妙本寺妙本寺

蛇苦止明神社蛇苦止明神社

蛇
苦
止
明
神
社
の
霊
気

蛇
苦
止
明
神
社
の
霊
気

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 9

鎌
倉
市
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設

鎌
倉
市
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設

商
工
業
功
労
者
を
表
彰

商
工
業
功
労
者
を
表
彰

思
い
出
の
写
真
お
焚
き
上
げ

思
い
出
の
写
真
お
焚
き
上
げ

２
月
か
ら
障
害
者
歯
科
診
療
も
開
始

２
月
か
ら
障
害
者
歯
科
診
療
も
開
始

鎌
倉
商
工
会
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所

鎌
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商
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議
所

浄
智
寺
で
写
真
供
養
感
謝
祭

浄
智
寺
で
写
真
供
養
感
謝
祭

鎌
倉
彫
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彫
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人
展
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が
来
場

６
千
人
が
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「
1010
代
の
自
分
」に

代
の
自
分
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み
ん
な
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だ
ち
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ん
な
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だ
ち

贈
り
た
い
本
選
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り
た
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選
び

鎌
倉
第
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で
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逗
子
ブ
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逗
子
ブ
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平
和
人
権
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座

平
和
人
権
講
座

２０１７年（平成２９年）12 月１日 第465号 1部　108円 （２）


